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主 な 記 事 
浄化槽は必ず法定検査を 2面 
消費者契約法が4月から施行 2面 
歯の健康（シリーズ4） 3面 
子どものために何ができる？ 4面 
みどりの日に記念植樹祭 4面 
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男  28，222人（+15） 
平成13年2月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  28，832人（-7） 
合計  57，054人（+8） 

世帯数  20，376世帯（+3） 

◆広報紙に掲載の写真さしあげます。ご希望の方は市広報広聴課（�64-1320）へ◆

市
は
、
介
助
犬
「
ア
ト
ム
」

と
共
に
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ

ャ
ン
パ
ス
に
通
学
す
る
館
林
千

賀
子
さ
ん
の
学
生
生
活
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
、
介
助
犬

等
連
絡
調
整
会
議
を
発
足
さ

せ
、
１
月
３０
日
に
初
め
て
の
会

議
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
座
長
の
平
林
正

志
助
役
が
「
行
政
と
し
て
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

か
、
全
職
員
が
共
通
の
認
識
で

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」
と
述

べ
、
す
で
に
介
助
犬
が
い
る
兵

庫
県
宝
塚
市
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
報
告
の
あ
と
、
支
援

策
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
後
は
４
月
ま
で
に
公
共
施

設
の
利
用
の
ほ
か
、
民
間
施
設

へ
の
協
力
要
請
や
市
民
の
み
な

さ
ん
向
け
の
広
報
な
ど
具
体
策

を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加

入
者
の
み
な
さ
ん
の
医
療
費

や
出
産
育
児
一
時
金
・
健
康

ド
ッ
ク
の
助
成
・
葬
祭
費
・

高
額
医
療
費
な
ど
の
給
付
に

あ
て
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

一
人
で
も
納
付

が
遅
れ
る
と
、
十

分
な
給
付
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
医
療
費
の
負

担
も
大
き
く
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

ま
だ
国
保
税
を

納
付
し
て
い
な
い

方
は
、
３
月
３１
日

ま
で
に
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

災
害
な
ど
の
特

別
の
事
情
が
な
い

の
に
、
国
保
税
を

滞
納
し
、
相
談
に

も
応
じ
な
い
世
帯

に
は
、
や
む
を
得
ず
次
の
よ

う
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
被
保
険
者
証
を
返
し
て

も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証

明
書
を
交
付
。
交
付
さ
れ
た

方
は
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

②
国
民
健
康
保
険
の
医

療
費
の
一
部
ま
た
は
全
額
が

給
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

③
上
記
の
措
置

を
受
け
て
も
、
な

お
納
め
な
い
で
い

る
と
滞
納
額
が
な

く
な
る
ま
で
保
険

が
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
財

産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
処
分
を
受

け
ま
す
。

滞
納
が
あ
る
場

合
は
こ
れ
ら
以
外

に
も
、
３
月
の
被

保
険
者
証
更
新
時

に
有
効
期
限
１
年

の
短
期
被
保
険
者

証
の
窓
口
交
付
や

６５
歳
ま
で
に
要
介

護
が
必
要
に
な
っ

て
も
介
護
保
険
が

使
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
市
国
保

年
金
課（
�
６３
・
１
１
２
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

二
月
堂
へ
竹
送
り

奈
良
市
奈
良
坂
か
ら
は
真
竹
を
肩
に
担
い
だ
り
大
八
車
に
載
せ
た
り
し
て
、
昔

な
が
ら
の
方
法
で
二
月
堂
ま
で
運
び
ま
し
た
（
東
大
寺
参
道
）

奉納する真竹に「家内安全」「大願成就」と墨で書く松村講社長（大
御堂観音寺）

市
は
４
月
ま
で
に
具
体
策
ま
と
め
る

3月31日までに納付を
国保税は大切な財源 国保税は大切な財源 

関
西
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
奈

良
・
東
大
寺
二
月
堂
「
お
水
取
り
」

で
か
ご
松
明

た
い
ま
つ

に
使
う
真
竹

ま
だ
け

を
届
け
る

「
竹
送
り
」
が
２
月
１１
日
、
山
城
松

明
講
（
松
村
茂
講
社
長
、
１５
人
）
の

み
な
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

真
竹
は
午
前
８
時
に
天
王
地
区
か

３
月
１
日
か
ら
１４
日
間
、
届
け
た

真
竹
は
二
月
堂
で
行
わ
れ
る
修
二

会
の
な
か
で
松
明
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。
一
斉
に
火
の
粉
を
落
と
す

様
子
は
圧
巻
（
写
真
提
供
＝
山
城

松
明
講
）

学
生
生
活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

学
生
生
活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
 

学
生
生
活
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
 

館
林
さ
ん
・
ア
ト
ム

館
林
さ
ん
・
ア
ト
ム
 

館
林
さ
ん
・
ア
ト
ム
 

ら
根
が
付
い
た
ま
ま
掘
り
起
こ
さ

れ
、
大
御
堂
観
音
寺
へ
。
同
寺
で
道

中
の
安
全
祈
願
を
受
け
、
二
月
堂
に

向
け
出
発
し
ま
し
た
。

重
さ
約
８０
n
の
真
竹
６
本
を
同
講

の
メ
ン
バ
ー
ら
が
肩
に
担
い
だ
り
、

大
八
車
な
ど
を
使
っ
て
昔
な
が
ら
の

方
法
で
送
り
届
け
ま
し
た
。

真竹が載った大八車を引っ張るみなさん（奈良県庁前）

大
御

堂
観
音
寺

で
道
中
の
安
全
祈

願
を
受
け
た
真
竹
は
の
ぼ
り
を

先
頭
に
二
月
堂
を
め
ざ
す

東大寺二月堂で行われる修二会
し ゅ に え

のことで、天平勝宝
4（752）年に始められたと伝えられています。その
後、一度も途絶えることなく続けられ、今年は数えて
1250回目となります。
練行衆
れんぎょうしゅう

の道
みち

明
あ

かりとして、3月1日から14日まで大
きな松明

たいまつ

に火がともされます。
このため「修二会」は、「お水取り」や「お松明」

とも呼ばれるようになりました。
松明に使われる真竹は、京田辺市や生駒市などから

奉納されています。

お水取りとは お水取りとは 

お水取りの松明に お水取りの松明に 
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なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター）

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。
　お気軽にお越し下さい。 

「
浄
化
漕
法
」
で
は
、
浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
し
尿
な
ど
の
適

切
な
処
理
と
生
活
環
境
の
保
全
・
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
浄
化
槽
の
所
有
者
に

「
保
守
点
検
」「
清
掃
」「
法
定
検
査
」
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
決
め
ら
れ
た
時
期
に
必
ず
点
検
・
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
市
生
活
環
境
課
（
�
６４
・
１
３
６
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
保
守
点
検
】

保
守
点
検
と
は
、
浄
化
槽
の

運
転
状
況
の
点
検
や
汚
泥
や
送

風
機
の
調
整
・
消
毒
剤
の
補
充

な
ど
の
点
検
の
こ
と
。
こ
の
作

業
は
専
門
の
知
識
や
技
術
が
必

要
で
す
。

京
都
府
に
登
録
さ
れ
た
浄
化

槽
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
業
者
か
ら

「
浄
化
槽
管
理
士
」
と
い
う
資

格
を
持
っ
た
人
が
派
遣
さ
れ
、

作
業
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
府
田
辺
保
健
所

（
�
６３
・
５
７
４
５
）

【
清
掃
】

浄
化
槽
の
中
に
は
汚
泥
が
次

第
に
た
ま
っ
て
き
ま
す
。
浄
化

槽
の
機
能
が
衰
え
る
の
を
防
ぐ

た
め
余
分
な
汚
泥
を
抜
き
取

り
、
装
置
の
洗
浄
を
行
う
こ
と

を
清
掃
と
い
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
、
１
年
に
１
回

以
上
、
市
長
の
許
可
を
受
け
た

浄
化
槽
清
掃
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

市
内
で
は
、
次
の
４
業
者
で

浄
化
槽
清
掃
が
で
き
ま
す
。

業
者
＝
▼
平
安
衛
生
開
発
�

…
（
�
６２
・
１
７
３
２
）
▼
城

南
衛
生
�
…
（
�
６２
・
１
８
６

５
）
▼
伏
見
清
掃
…
（
�
０
７

５
・
６
０
１
・
６
７
１
４
）
▼

西
田
清
掃
…
（
�
８２
・
３
０
６

３
）【

法
定
検
査
】

浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
か
ら

６
〜
８
か
月
の
間
に
浄
化
槽
が

正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
ま
た
、
正
常
に
機
能
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
、
水
質
に
関
す
る
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。（
浄
化
槽
法
７
条
）

ま
た
浄
化
槽
法
１１
条
で
は
、

浄
化
槽
が
適
正
な
維
持
管
理
を

さ
れ
、
所
期
の
処
理
機
能
を
確

保
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
保
守

点
検
お
よ
び
清
掃
の
状
況
を
中

心
に
定
期
的
・
継
続
的
に
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
法
定
検
査
は
、
府

知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関
の

�
京
都
保
健
衛
生
協
会
が
行
い

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

市明るい選挙推進協議会は、３月市議
会定例会の本会議で行われる、代表質問
を同協議会メンバーといっしょに傍聴す
る人を募集しています。
一人ひとりが政治に関心を持ち、明る

い未来をつくりましょう。
日時＝３月上旬～中旬（くわしい日時

は、議会で決まり次第、応募された人に
連絡します）
場所＝市役所議場
対象＝満１８歳以上の人
しめきり＝２月２８日�
申込・問合せ先＝市明るい選挙推進協

議会事務局（市総務課内、�６４・１３
１１）

従
業
員
に
と
っ
て
「
退
職
金
」

は
、
退
職
後
の
生
活
を
支
え
て

い
く
た
め
の
大
き
な
柱
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

京都府は、消費者と事業者を対象にした消費者契約法説明
会を開きます。
法の趣旨および内容を具体的な契約トラブル事例を挙げて

説明します。
消費者契約とは労働契約を除き、消費者と事業者の間で結

ばれる全ての契約のこと。同契約における情報や交渉力の差
から生じる消費者トラブルに対応するため、民事ルールとし
て平成１３年４月１日から施行されます。

日時＝３月９日�午後２時～４時
場所＝京都商工会議所（京都市中京区烏丸通夷川上ル、京

都市営地下鉄「丸太町駅」下車⑥番出口すぐ）
参加費＝無料
定員＝先着３５０人
申込方法＝電話またはファクスで受け付けます。住所・氏

名・電話番号・ファクス番号・消費者または事業所の別・会
場名（南部会場）を書いて、申し込んでください。
申込・問合せ先＝府消費生活課（�０７５・４１４・４８

６６、�０７５・４１４・４８７０）

消費者トラブルに対応 消費者トラブルに対応 

「
中
退
共
」
に
加
入
を

「
中
退
共
」
に
加
入
を 

「
中
退
共
」
に
加
入
を 

ま
た
、
退
職
金
制
度
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
定
着
を

促
す
と
と
も
に
、
従
業
員
か
ら

３月９日に説明会を開きます

�
日
本
損
害
保
険
協
会
は
、

交
通
事
故
無
料
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

弁
護
士
・
専
門
の
相
談
員
が

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
、

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
４０

無
料
相
談
の
ご
利
用
を

分
（
来
訪
相
談
の
場
合
は
事
前

に
電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
）弁

護
士
に
よ
る
相
談
日
時
＝

毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４

時
場
所
＝
�
日
本
損
害
保
険
協

会
京
都
支
部
・
京
都
自
動
車
保

険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
京
都

市
中
京
区
烏
丸
通
錦
小
路
上
ル

手
洗
水
町
６
７
１
）

電
話
相
談
・
問
合
せ
先
＝
京

都
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
、
（
�
０
７
５
・
２
２

１
・
３
７
６
３
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

生
活
講
習
会
開
く

日
時
＝
２
月
２５
日
�
午
後
１

時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
＝
無
料

当
日
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
＝
京
都
第
二
赤
十
字
病

院
外
科
Ｒ
・
Ｎ
・
Ｅ
・
Ｔ
田
中

豊
子
さ
ん
に
よ
る
「
基
本
的
な

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
と
皮
膚
障
害
」

の
講
演
な
ど

☆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
…
人
口

肛
門
・
人
口
ぼ
う
こ
う
を
造

設
し
て
い
る
人

日
時
＝
３
月
２４
日
�
午
後
１
時
〜
５
時

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
し
て

い
る
人

参
加
費
＝
５
０
０
円

申
込
受
付
期
間
＝
３
月
１
日
�
〜
１７
日

�
申
込
方
法
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
、
氏
名
、

住
所
、
段
・
級
位
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
（
�

６３
・
７
９
５
５
）

市民勤労者囲碁大会

参加者を募集します

問
合
せ
先
＝
市
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

消
費
者
契
約
法

４
月
か
ら
施
行

交
通
事
故
で
困
っ
た
時

交
通
事
故
で
困
っ
た
時 

交
通
事
故
で
困
っ
た
時 

退
職
金
制
度
を
手
軽
に
準
備

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

議会傍聴しませんか 事 業 主 の
み な さ ん

環
境
保
全
・
公
衆
衛
生
向
上
に

「浄化槽」必ず法定検査を 「浄化槽」必ず法定検査を 
保守点検や清掃も

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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市
内
の
で
き
ご
と
、
ニ
ュ
ー
ス
、 

催
し
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く 

だ
さ
い 

　
　
　
京
田
辺
市
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
） 

60月 
（5年） 

126,400

316,000

632,000

1,264,000

1,896,000

281,600

704,000

1,408,000

2,816,000

4,224,000

458,000

1,145,000

2,290,000

4,580,000

6,870,000

240月 
（20年） 

660,400

1,651,000

3,302,000

6,604,000

9,906,000

300月 
（25年） 

894,800

2,237,000

4,474,000

8,948,000

13,422,000

360月 
（30年） 

1,164,800

2,912,000

5,824,000

11,648,000

17,472,00030,000円 

■基本退職金額表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

※2,000円は短時間労働者の掛金 

2,000円 

5,000円 

10,000円 

20,000円 

120月 
（10年） 

180月 
（15年） 掛金 

月数 

Kyotanabe    Information    Square情報スクエア 情

の
信
頼
感
を
高
め
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
政
府

関
係
特
殊
法
人
で
あ
る
勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構
が
運
営
し
て

い
る
中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）
制
度
に
加
入
す
れ

ば
、
安
全
・
確
実
し
か
も
有
利

な
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
準
備

で
き
ま
す
。

基
本
と
な
る
退
職
金
は
、
掛

金
月
数
に
応
じ
て
固
定
的
に
定

め
ら
れ
て
い
る
金
額
で
、
制
度

全
体
と
し
て
予
定
運
用
利
回
り

を
３
・
０
�
と
し
て
定
め
ら
れ

た
額
で
す
。（
下
表
の
と
お
り

で
す
）

く
わ
し
く
は
、
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構
退
職
金
相
談
コ
ー

ナ
ー
大
阪
（
�
０６
・
６
５
３

６
・
１
８
５
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
回
目
と
な
る
今
月
号
は
「
歯

の
し
く
み
（
歯
と
歯
周
組
織
の
構

造
）」
に
つ
い
て
で
す
。

歯
周
組
織
は
次
の
と
お
り
４
つ

の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
互
い

に
連
携
し
な
が
ら
歯
を
支
え
て
い

る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
私
た
ち
は

強
い
力
で
咬
み
し
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
人
類
な
ど
の
ほ

乳
類
が
、
誕
生
し
て
初
め
て
で
き

た
器
官
で
す
。

�
歯
肉

歯
槽
骨
を
お
お
う
う
す
い
ピ
ン

ク
色
の
丈
夫
な
粘
膜
で
、
食
事
中

に
加
わ
る
強
い
刺
激
か
ら
、
歯
槽

骨
な
ど
を
保
護
す
る
よ
ろ
い
の
よ

う
な
役
割
を
し
ま
す
。
健
康
な
時

は
、
ス
テ
ィ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
い
う

オ
レ
ン
ジ
の
表
面
に
あ
る
よ
う
な

小
さ
な
ブ
ツ
ブ
ツ
が
多
く
存
在
し

ま
す
。

�
歯
槽
骨
（
し
そ
う
こ
つ
）

歯
を
支
え
る
顎
（
あ
ご
）
骨
の

一
部
で
、
歯
根
を
収
め
る
へ
こ
ん

だ
部
分
を
歯
槽
、
そ
の
周
囲
の
骨

を
歯
槽
骨
と
い
い
、
お
風
呂
の
お

湯
を
た

め
る
所

を
浴
槽

と
い
う

の
と
同
じ
こ
と
で
す
。
こ
の
歯
槽

骨
の
部
分
が
炎
症
な
ど
に
よ
り
溶

け
だ
す
と
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て

抜
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

�
歯
根
膜（
歯
周
靱
帯

じ
ん
た
い

）

歯
根
の
セ
メ
ン
ト
質
と

歯
槽
骨
に
は
さ
ま
れ
た
狭

い
ス
ペ
ー
ス
に
存
在
す
る

線
維
性
の
組
織
。
歯
を
固

定
す
る
と
と
も
に
、
歯
に

加
わ
っ
た
圧
力
を
緩
和
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
バ
ネ
の
よ
う
な
役
割

を
し
ま
す
。
こ
の
歯
根
膜

が
あ
る
こ
と
で
、
固
い

も
の
も
簡
単
に
咬

む
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

�

セ
メ

ン
ト
質

骨

と

よ
く
似
た
構
造
の

組
織
で
、
歯
根
の

表
面
を
お
お
い
ま

す
。
セ
メ
ン
ト
質
中

に
埋
ま
っ
た
特
殊
な
線

維
（
シ
ャ
ー
ビ
ー
線
維
）

が
歯
根
膜
を
介
し
て
歯
槽
骨
と
つ

な
が
り
歯
を
支
え
て
い
ま
す
。

歯
冠 

歯
根 

歯
頚
部 

し
け
い
ぶ 

歯
冠
歯
冠 

歯
冠 

エナメル質 

象牙質 

歯
根
歯
根 

歯
根 

歯
頚
部

歯
頚
部 

歯
頚
部 

歯ずい 

しそうこつ 

こんせん こんせん 

しこんまく 

し
け
い
ぶ

し
け
い
ぶ 

し
け
い
ぶ 

ぞうげしつ 

歯肉 � 

歯槽骨 � 

歯根膜 � 

セメント質 � 

根先（根尖） 

歯・歯周辺組織の構造 

歯はどうなってるの？

市
文
化
協
会
は
、
第
２０
回
史
跡
探
訪

を
開
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
＝
３
月
１０
日
�

集
合
時
間
＝
午
前
９
時
２０
分

集
合
場
所
＝
中
央
図
書
館

探
訪
地
＝
田
辺
・
薪
地
域
周
辺

コ
ー
ス
＝
中
央
図
書
館→

棚
倉
孫
神

社→

甘
南
備
寺→

一
休
寺→

田
辺
公
民

館
（
昼
食
と
講
演
会
）

探
訪
終
了
後
、
田
辺
公
民
館
で
京
田

辺
市
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
講
演
会
を

開
き
ま
す
。（
▼
講
師：

市
文
化
財
保

護
委
員
会
委
員
長
の
小
林
喜
代
司
さ
ん

▼
テ
ー
マ：

郷
土
の
歴
史
と
文
化
）

持
ち
物
＝
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・
筆

記
具
・
拝
観
料
（
一
休
寺
）
な
ど

事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
文
化
協
会
事
務
局

（
市
社
会
教
育
課
内
、
�
６４
・
１
３
９

３
）

やましろコーラス団体連絡協議会などは、第7回
やましろ合唱フェスティバルを開きます。
開催日＝3月11日�
開場時間＝午前10時
公演時間＝午前10時30分～午後4時
場所＝同志社女子大学新島記念講堂
出演団体＝▼大住森のコーラス▼大住中学校ＰＴ

Ａコーラス▼コール・ハレルヤ▼スウィングエチ
ュード▼薪女声コーラス▼田辺混声合唱団▼田辺少
年少女合唱団コスモスほか
入場料＝無料
問合せ先＝京田辺音楽連盟　奥村（�63・3681）

近
年
、
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
に

よ
る
網
膜
損
傷
の
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

か
ら
こ
れ
に
関
す
る
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
は

１
月
３１
日
に
レ
ー
ザ
ー

ポ
イ
ン
タ
ー
を
消
費
生

活
用
製
品
安
全
法
の
規

制
対
象
製
品
に
指
定

し
、
危
険
性
の
高
い
も

の
は
が
ん
具
と
し
て
の

販
売
を
禁
止
し
ま
し

た
。レ

ー
ザ
ー
ポ
イ
ン

タ
ー
と
は
、
赤
い
光
線

を
発
し
て
ス
ク
リ
ー
ン

上
の
図
表
な
ど
を
説
明

す
る
と
き
に
使
用
さ
れ

る
小
型
機
器
で
す
。
通

常
、
講
演
会
な
ど
で
指
示
棒
の
代
わ

り
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
最
近
は
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
や
ペ
ン
型
な
ど
の
形
で
お

も
ち
ゃ
と
し
て
販
売
さ
れ
て
お
り
、

価
格
も
手
ご
ろ
な
こ
と
か
ら
小
・
中

学
生
の
遊
び
道
具
と
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
子
ど
も
ら
が
こ
れ
を
使

っ
て
顔
に
光
を
当
て
あ
い
な
が
ら
遊

ん
で
い
る
時
に
、
光
が
目
に
当
た
っ

て
網
膜
が
傷
つ
け
ら
れ
る
と
い
っ
た

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

視
力
低
下
や
後
遺
症
が
残
っ
た
例
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
も
、
保
護
者
は
子
ど
も
に

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
の
危
険
性
を

理
解
さ
せ
、
そ
の
取
り
扱
い
方
や
購

入
な
ど
、
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
誤
っ
て

他
人
に
危
害
を
与
え
て
し
ま
っ
て

も
、
い
た
ず
ら
や
遊
び
で
は
す
ま
さ

れ
ず
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
も
ち
ゃ
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
レ
ー

ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
。
真
ん
中
を

押
せ
ば
赤
い
光
が
出
る
仕
組
み
。

エナメル質

象牙質 歯の形を作り、歯冠から歯根
までの歯の中心となる部分

歯冠部の表面の最も硬い部分

セメント質 歯根部分の表面の象牙質をお
おっている部分

歯ずい 感覚と栄養をつかさどる部分

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
に
注
意 

レ
ー
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
に

ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
に
注
意
注
意 

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
に
注
意 

目
を
傷
つ
け
る
危
険
性
が 今年の史跡探訪は田辺・薪地域周辺

素敵な歌声のひとときを

同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
下
司

古
墳
を
見
る
参
加
者
ら
（
昨
年
の
史
跡
探
訪
）

昨
年
の
や
ま
し
ろ
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
様
子
（
宇
治
文
化
セ
ン
タ
ー
）

第
７
回

歯の構造

お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 
 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 
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記念植樹祭の参加者募集

市
は
、「
市
民
記
念
植
樹
祭
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
１２
年
度
に
慶
事
（
結

婚
・
金
婚
・
転
入
な
ど
）
が
あ

り
、
記
念
植
樹
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
２９
日
（
み
ど
り

の
日
）
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
公
園
（
田
辺
中

央
体
育
館
西
側
）

定
員
＝
先
着
５７
組

参
加
費
＝
３
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
市
都
市
整
備
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
同
課
へ
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

祭典会場 

植樹祭会場付近 

竹ノ脇池竹ノ脇池 竹ノ脇池 

市役所 
田辺公園 
多目的 
運動広場 

国道307号 

山
手
幹
線 

田辺公園 
プール 

田
辺
中
央
体
育
館 

駐車場 

植樹会場 

＝車両通行 
　禁止 

 
駐車場は、市役所北側の田辺中央体育館駐車場を利用してください。 

だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
３
月
１
日
�
〜

３
月
１９
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
都
市

整
備
課
（
�
６４
・
１
３
４
６
）

心
の
サ
イ
ン
を
受
け
止
め
話
し
か
け
よ
う

心
の
サ
イ
ン
を
受
け
止
め
話
し
か
け
よ
う 
心
の
サ
イ
ン
を
受
け
止
め
話
し
か
け
よ
う 

子
ど
も
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

何
の
問
題
も
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
た
子
ど
も
が
、
突

然
、
凶
悪
・
粗
暴
な
非
行
に
走
る
・
・
・
そ
ん
な
事
件
が

急
増
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
心
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
、
と
ま
ど
い
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
の

問
題
か
ら
逃
げ
な
い
で
、
も
っ
と
子
ど
も
を
見
つ
め
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
を
き
ち
ん
と
育
て
る
こ
と
は
、
大
人
の

責
任
、
社
会
全
体
の
役
目
で
す
。
親
と
し
て
、
ま
た
、
子

ど
も
を
育
て
る
社
会
の
一
員
と
し
て
、
子
ど
も
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

援
助
交
際
な
ど
女
子
の
性
の
逸

脱
行
為
…
。
こ
こ
数
年
、
少
年

人
口
が
減
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
問
題
行
動

に
よ
る
補
導
人
員
は
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

全
国
的
に
は
、
最
近
、
中
・

高
校
生
に
よ
る
非
行
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で

問
題
行
動
の
な
か
っ
た
「
ふ
つ

う
の
子
」
が
、
い
き
な
り
非
行

に
走
る
「
い
き
な
り
型
」
非
行

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
遊
ぶ
金
欲
し
さ
が
動

機
の
非
行
や
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

や
友
人
に
引
き
ず
ら
れ
る
「
模

倣
型
」
の
非
行
も
増
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
非
行
に
対
す
る
抵
抗

感
も
薄
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

京
田
辺
市
の
現
状
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か

田
辺
警
察
署
の
坂
根
剛
生
活

安
全
課
長
に
よ
る
と
「
当
署
管

内
の
少
年
非
行
の
現
状
は
、
全

国
の
傾
向
と
ほ
ぼ
同
じ
」
と
か
。

「
非
行
に
走
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
共
通
項
は
、
親
御
さ
ん
の
放

任
主
義
に
あ
り
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
非
行
の
増
加

の
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の

は
、
子
ど
も
た
ち
の
モ
ラ
ル
の

低
下
や
心
の
問
題
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
行

動
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
心

の
問
題
が
見
え
隠
れ
し
て
お

り
、「
心
の
教
育
」
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

悩
み
や
不
安
の
相
談
に

の
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

市
教
育
委
員
会
は
、
生
徒
、

保
護
者
、
教
員
の
抱
え
る
悩
み

を
受
け
止
め
る
た
め
に
、
市
立

３
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が

深
刻
な
社
会
問
題
に

子
ど
も
た
ち
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
、
深
刻

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。殺

人
や
傷
害
、
恐
か
つ
な

ど
の
凶
悪
・
粗
暴
な
非
行
の

増
加
、
依
然
と
し
て
深
刻
な

児
童
・
生
徒
間
の
い
じ
め
、

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
、

セ
ラ
ー
や
心
の
教
室
相
談
員
を

置
い
て
い
ま
す
。

大
住
中
学
校
と
田
辺
中
学
校

で
は
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持

つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
生
徒
の

不
登
校
や
い
じ
め
問
題
な
ど
の

相
談
を
受
け
、
自
立
に
向
け
て

の
指
導
と
援
助
に
努
め
て
い
ま

す
。
培
良
中
学
校
に
は
心
の
教

室
相
談
員
を
配
置
。
生
徒
が

「
気
軽
に
悩
み
を
話
せ
る
相
談

員
」
と
し
て
、
悩
み
や
不
安
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
田
辺
中
学
校
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
三
好

邦
子
さ
ん
に
「
子
ど
も
た
ち
の

心
」
に
つ
い
て
、
薪
小
学
校
の

梅
岡
昭
紘
校
長
に
「
教
育
で
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
」
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し

た
。

昨
年
の
記
念
植
樹
祭
（
田
辺
木
津
川
つ
つ
み
緑
地
）
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
F

田
辺
中
学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
　
三
好
邦
子
さ
ん

│
生
徒
た
ち
か
ら
ど
の
よ
う
に
話

を
聞
い
て
い
る
の
で
す
か
。

「
週
８
時
間
、
校
内
の
教
育
相
談

室
で
、
友
人
関
係
で
悩
ん
だ
り
し
た

と
き
や
、
教
室
に
入
る
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
充
電
が
で
き

る
よ
う
に
、
生
徒
と
話
し
た
り
、
卓
球
や
パ
ズ
ル
を
し
て
、

気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
卓
球
の
ラ
リ
ー
が
続
く
こ
ろ
に
は

話
も
は
ず
み
ま
す
」

│
校
内
に
相
談
室
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
の
効
果
は
。

「
こ
れ
ま
で
も
、
児
童
相
談
所
や
教
育
委
員
会
な
ど
公
的
な

相
談
の
窓
口
も
あ
り
ま
し
た
。
校
内
に
相
談
室
を
設
け
た
こ

と
で
、
生
徒
た
ち
が
気
軽
に
来
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
し
や

す
い
と
思
い
ま
す
」

│
生
徒
た
ち
に
望
む
こ
と
は
。

「
思
春
期
は
大
人
に
な
る
た
め
に
こ
う
変
わ
り
た
い
と
自
己

像
を
築
き
上
げ
る
と
き
。
悩
み
や
、
困
っ
た
こ
と
だ
け
で
な

く
、
う
れ
し
い
こ
と
を
親
や
友
人
に
話
す
よ
う
に
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
も
話
し
て
、
よ
り
よ
い
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
自

分
の
中
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
発
見
し
て
大
切
に

し
て
ほ
し
い
で
す
」

│
保
護
者
の
方
は
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
話
し
か

け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
か
。

「
中
学
生
だ
っ
た
昔
の
自
分
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
か
ら
発

信
さ
れ
る
こ
と
ば
や
気
持
ち
の
サ
イ
ン
を
受
け
止
め
な
が
ら

話
し
か
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

薪
小
学
校
　
梅
岡
昭
紘
校
長

│
教
育
で
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

何
で
す
か
。

「
一
番
は
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
で
す
。
大

人
も
子
ど
も
も
、
命
は
何
に
も
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
善
悪
の
判
断
が
で
き
る
子
ど
も

を
育
て
る
こ
と
で
す
」

│
家
庭
や
地
域
社
会
で
の
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
合
い
方

に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

「
家
庭
は
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
み
な
さ

ん
に
認
識
し
て
ほ
し
い
。
あ
い
さ
つ
や
食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど

の
基
本
的
な
生
活
習
慣
は
家
庭
で
教
え
、
親
子
の
対
話
を
十

分
に
。
今
、
我
が
子
が
何
を
し
て
い
る
か
、
し
っ
か
り
見
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
子
ど
も
は
地
域
で
育
つ
の
で
、
地
域
の
人

に
も
子
ど
も
に
目
を
向
け
て
、
こ
と
ば
か
け
な
ど
を
し
て
ほ

し
い
で
す
」

│
今
年
４
月
に
市
内
の
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
が
約
５

３
０
人
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
や
ま
わ
り
の
人
に
ど
う
い
う

心
構
え
で
い
て
も
ら
っ
た
ら
良
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
に
人
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
や
が
ま
ん
す
る

こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
。
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
な
ぜ
い
け
な

い
の
か
わ
か
る
よ
う
に
話
し
て
し

か
り
、
良
い
こ
と
を
し
た
ら
体
い

っ
ぱ
い
の
表
現
で
ほ
め
て
あ
げ
て

ほ
し
い
で
す
。
子
ど
も
の
動
作
は
、

遅
く
て
も
一
つ
ず
つ
自
分
で
で
き

る
よ
う
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

社会全体で子どもを育てよう（大住小学校で子
どもたちに伝承遊びを教えるお年寄り）

１月27日に北部住民センターで、親
子がしいたけの菌打ちを体験しまし
た。
中央公民館のジュニアチャレンジ教

室と北部住民センターの親と子の講座
との合同事業として開かれたもので、
75人が参加。
参加した親子はしいたけの出るのを

楽しみに、長さ１㍍のくぬぎの木に開
けた穴に菌を打ち込んでいきました。しいたけの菌を金づちで打つ子ども

（北部住民センター）

お茶を飲み比べて銘柄を当
てる新春茶香服大会が２月４
日、市コミュニティホールで
開かれました。
市民のみなさんにお茶に親

しんでもらおうと京田辺茶業
青年団が主催したもの。
約130人の参加者は、真剣な

面もちでお茶を口に含み、味
を確かめていました。

お茶の味を確かめる参加者たち（市コミュニティ
ホール）


